
 

MACF 礼拝説教要旨 

2021 年 11 月 14 日 

ルカによる福音書 4 章 

「神の子としての荒野での誘惑」 

4:1 さて、イエスは聖霊に満ちて、ヨルダン川

からお帰りになった。 

そして、荒れ野の中を“霊”によって引き回さ

れ、 

4:2 四十日間、悪魔から誘惑を受けられた。そ

の間、何も食べず、その期間が終わると空腹

を覚えられた。 

4:3 そこで、悪魔はイエスに言った。 

「神の子なら、この石にパンになるように命じた

らどうだ。」 

4:4 イエスは、「『人はパンだけで生きるもので

はない』と書いてある」とお答えになった。 

4:5 更に、悪魔はイエスを高く引き上げ、一瞬

のうちに世界のすべての国々を見せた。 

4:6 そして悪魔は言った。 

「この国々の一切の権力と繁栄とを与えよう。

それはわたしに任されていて、これと思う人に

与えることができるからだ。 

4:7 だから、もしわたしを拝むなら、みんなあな

たのものになる。」 

4:8 イエスはお答えになった。 

「『あなたの神である主を拝み、ただ主に仕え

よ』と書いてある。」 

4:9 そこで、悪魔はイエスをエルサレムに連れ

て行き、神殿の屋根の端に立たせて言った。

「神の子なら、ここから飛び降りたらどうだ。 

4:10 というのは、こう書いてあるからだ。 

『神はあなたのために天使たちに命じて、あな

たをしっかり守らせる。』 

4:11 また、『あなたの足が石に打ち当たること

のないように、天使たちは手であなたを支え

る。』」 

4:12 イエスは、「『あなたの神である主を試し

てはならない』と言われている」とお答えになっ

た。 

4:13 悪魔はあらゆる誘惑を終えて、時が来る

までイエスを離れた。 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

この箇所は 

3 章 22 節からの続きとして読むとわかりやす

いです。バプテスマのあと聖霊に満たされたイ

エス様が何をしたのかということになります。 

聖霊に導かれて荒野に行き、そこで悪魔の誘

惑を受けます。 

悪魔はイエス様を誘惑し、救い主としての働き

を挫折させようと働きかけましたが、それも実

は聖霊の導きの中で起ったことなのであって、

イエス様は聖霊に満たされてその誘惑と戦

い、打ち勝たれたのです。 

この誘惑ですが、これらは「神の子」であるイエ

ス様にのみ当てはまる誘惑です。 

悪魔は、「神の子」である救い主としてこれから

活動を開始しようとしておられるイエス様を、 

神の子としての歩みから逸らさせ、それによっ

て救い主としての働きを挫折させようとしてい

るのです。ですから私たちはこの話から、イエ

ス様が「神の子」であるとはどういうことなのか

を教えられるのです。 

系図によって示された「神の子」イエス。 

今度はこの誘惑によって「神の子」であること

が明らかにされます。 

 

1）この石をパンに；第一の誘惑 

マタイとルカには書き方に違いがあります。 

マタイはこう書きました。 

4:3 すると、誘惑する者が来て、イエスに言っ

た。「神の子なら、これらの石がパンになるよう

に命じたらどうだ。」 



4:4 イエスはお答えになった。「『人はパンだけ

で生きるものではない。神の口から出る一つ

一つの言葉で生きる』と書いてある。」 

ルカは 

4:3 そこで、悪魔はイエスに言った。 

「神の子なら、この石にパンになるように命じた

らどうだ。」 

4:4 イエスは、「『人はパンだけで生きるもので

はない』と書いてある」とお答えになった。 

 

マタイは「これらの石がパンになるように」とあ

りますが、これは「多くの人々をこれらの石ころ

をパンに変えてどんどん腹を満たしてあげれ

ば良いではないか」という意味です。 

イエス様はそれに対して「人はパンだけで生き

るものではない。神の口から出るひとつひとつ

の言葉で生きる」と書いてある」と答え、神の言

葉で心を満たすことの重要性が示されていま

す。 

ルカにはその部分が異なっています。 

つまり教えようとするメッセージがマタイとは違

うのです。まず「これらの石」ではなく「この石」

となっています。そして「人はパンだけで生きる

ものではない」と書いてある」とあり、「神の言

葉」の部分が落ちています。 

つまり、空腹を感じているイエス様に向かっ

て、神の子である力を利用して「この石」をパン

に変え、「自分を救えば良いではないか」という

誘惑です。 

神の子イエス様が来られたのは、人々を救う

ためでした。自分で勝手に神の力を用いて自

分の飢えをしのぐことになれば、その目的から

逸れることになります。 

自分の力を自分のためではなく、人々を救うた

めに用いるという決意がイエス様の答えの中

に示されています。すなわち、イエス様がこの

地上に来られたのは、自分を助けようと神の

力を用いるためでなく、他者の救いのため、他

者のための支援のために来て、その力を用い

るためであることを示しておられます。 

 

2）悪魔を拝め；第二の誘惑 

 第二の誘惑では、悪魔はイエス様を高く引き

上げ、一瞬のうちに世界のすべての国々を見

せたとあります。そして、「もしわたしを拝むな

ら、 

その権力と繁栄の全てを与えよう」と言いまし

た。この誘惑のポイントは、「悪魔を拝め」とい

うことです。悪魔を拝むなら、この世の権力と

繁栄が得られるのです。 

しかし、この誘惑のポイントは単に世の富を得

るために悪魔を拝めということではありませ

ん。悪魔はこう言いました。 

4:6 そして悪魔は言った。 

「この国々の一切の権力と繁栄とを与えよう。

それはわたしに任されていて、これと思う人に

与えることができるからだ。 

4:7 だから、もしわたしを拝むなら、みんなあな

たのものになる。」 

ここに不思議な言葉があります。 

「それはわたしに任されていて」という言葉で

す。 

つまり、悪魔の権威は「父なる神が許している

範囲内」でのものであり、もしそんな悪魔の権

威に屈服するようなことになれば、神の御子と

しての権威が失墜することになるわけです。 

イエス様は神の御子であり、本来的には父な

る神から全てを任され、すべての上に立つべ

き主の主、王の王と唱えられるべき存在です。 

それをこの地上の貧しい生活を強いられてい

る中で、空腹を味わっている中で、一瞬でも

「悪魔を礼拝することで世の富を経験しよう」と

思われたとすれば、イエス様の神の御子として

の権威が失墜するのです。 

イエス様はそれを断固拒否なさいました。 



『あなたの神である主を拝み、ただ主に仕え

よ』と書いてある。 

この地上における社会の富の不均衡、悪の増

大などの背後に悪魔的な力を感じます。そして

そこで生きるためにどうすべきか私たちは悩み

ます。 

悪魔を拝むのか、主なる神様を拝むのか、と

いうことがここで問われていますが、それは、

この世界を最終的に支配するのは、父なる神

なのか、それとも悪魔なのか、という問いで

す。 

イエス様は、ご自分の父である神こそが世界

を本当に支配しておられる方であると信じ、悪

魔を拝むことを拒み、神様のみを礼拝すること

によって、神の子としての歩みを全うされたの

です。 

その歩みを貫かれたことによって、イエス様は

この世界を最終的に支配する方としての立場

を明確になさいました。 

 

3）神を試してみろ；第三の誘惑 

「神の子なら、ここから飛び降りたらどうだ。」と

悪魔はイエス様に迫ります。 

悪魔のこの誘惑は、神を試させようとする誘惑

です。 

「神を試す」それは、本当に神様がおられ、自

分を守り導いて下さるのか、神様を信じ依り頼

んで本当に大丈夫なのか、ということを、「試し

て、確かめようとすること」です。 

そして自分で確信が持てたら、大丈夫と安心

できたら新しく歩み出すことができる、という発

想です。 

しかし、信仰において大切なことは、神様に信

頼して自分を委ねることにあります。試して、

確かめてからではなくて、「み言葉による約束

や教え」を信頼して、一歩を踏み出すのです。 

しかし私たちには、なかなかそれが出来ませ

ん。 

どうしても、神様を試したくなるのです。確かめ

て安心したくなるのです。 

イエス様がこの世に来て下さったのは、そのよ

うな私たちのためです。 

神の子であるイエス様が、人間としてこの世を

歩まれ、悪魔のこの誘惑を受け、聖霊の導き

の中でそれに打ち勝って下さいました。それは

イエス様が、神の子として、父である神様を深

く信頼し、 

神様を試したりその恵みを確かめたりすること

を拒んで、ご自分を委ねて歩んで下さったとい

うことです。 

私たちにはなかなか出来ないことを、神の子イ

エス様が、私たちの先頭に立って実行して下さ

いました。 

私たちはこのイエス様を信じ、このお方と結び

合わされて、共に生きていくのです。 

そのことによって、私たちも神の子とされます。 

神の独り子であるイエス様が人としてこの世に

生まれ、人として生きて下さったのは、 

イエス様を信じる私たちも、神の子となり、父な

る神の愛に信頼して生きるようになるためで

す。 

つまり、ここでイエス様が誘惑に打ち勝たれた

ことで「神を試みたり、目に見える体験や奇跡

をあてにして確証を得て信じるのではなく、み

言葉を素直に受け止めて信頼する生き方」を

示してくださったのです。 

 

それらの誘惑の後、悪魔は「時が来るまでイエ

スを離れた。」と書かれています。 

「時が来るまで」とは、十字架の時が来るまで

という意味です。十字架への道はイエス様にと

って最大の誘惑の時であり、救い主としての苦

難の 

時でした。そこに向かって進まれるイエス様は

何を教え、何を見せてくださったのかここから

明らかになっていきます。 



＋＋＋＋＋＋＋ 

イエス様は 

1）「自らを満たすために神の力を使うことなく」 

2）「今がどんなに悪魔的な勢力が世に満ちて

いても、それは一時的なものである 

ことを知っており、自らの主権が確立されるま

で悪魔の力に寄りかかることなく 

過ごし」 

3）「神の奇跡をあてにせず、目に見える確証を

求めることなく、み言葉の約束を 

信頼し、神ご自身を信頼し、その姿勢を貫かれ

た」 

ことで悪魔の誘惑に勝利されました。神の御子

としての立ち位置を明確になさいました。 

 

このお方を信頼し、このお方について行くこと

で、私たちには希望が届くのです。 

＊＊＊＊＊ 

【MACF 礼拝映像】はこちらです。 

https://youtu.be/Y3fjhjI6URc 

  


